


























































































場規模で126兆円 (現状38兆円),｢流通 ･物流分野｣の132兆円 (現状36兆
円)に次ぐ2番目に大きな市場に成長すると予測している｡また,雇用規模





























(1) 事業所数 (2)従業者数 (人) (3)年間売上高 (億円)
1 東 京 2,05732.7% 帝 京 191,65546.0% 東 京 36,51751.2%
2 大 阪 68310.8% 大 阪 43,30110.4% 神奈川 7,890ll.0%
3 愛 知 3705.9% 神奈川 36,5948.8% 大 阪 7,12810.0%
4 神奈川 3966.3% 愛 知 20,4964.9% 愛 知 2,6735.1%
5 福 岡 2443.9% 福 岡 12,7743.1% 福 岡 1,8102.5%
6 北海道 1782.BOO 千 葉 8,4482.0% 千 乗 1,1931.7%
7 広 島 1762.8% 兵 庫 8,2462.0% 兵 庫 1,12.4 1.6%
8 静 岡 1452.300 北海道 7,903 1.9% 広 島 1,095 1.5%
9 兵 庫 121i.goo 広 島 7,4511.8% 茨 城 1,082 1.5%
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バレー型)からの5つの産業集積の諸要件 (清成 ･橋本偏 [1997])と産業集
積一般に共通する ｢需要搬入企業の存在｣と ｢分業集積群の柔軟性｣に関連
する7つの諸要件 (伊丹 ･松島 ･橘川 [1998])を視点として,札幌の情報産
業集積の特徴を表したのが図表4であるO
図表4をみてわかるように,今回のリサーチにおける発見情報として最も









◇社会的分業が深化,専 BUGやデービーソフトに代表される地場ソフT.ベンダーからの関連会社の設立 .出資 .独立が急
門企業がネットワ-ク 増,域内分業と専門企業が増加o例えば,北海道の情報産業の草分けであるBUGから独立したソ





















莱軟 ◇技術書帯の深さ 【C】 特に,技術蓄蔵の深さに関わる要素は発見していないが,マイコン研究会ならびに青木塾での最先
端の情報産業について学習する場の設置○協働センター (コラボ北海道)の整備やSTEPの存在
は,技術書者を図る場として捉えられるC
分業間調整費用の低さ ｢相互に顔見知りであることが多いこと｣と ｢意図的なフェース .ツー.フエ-スの場の整備｣に
性 【A】 よりクールビレッジ (5社連携)のスピーディーな事業展開や民間主導によるBi2:Cafeの整億を可能にし さらに デ-ビーソフトやBUGにみられる関連会社や独立会社との Win-Winの
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